
考え方としては、
≪分子量≫ ・・・ （『水素原子に比べて何倍重い分子か』を示す値 ）

（例） ・ 水素分子 Ｈ２ Ｈ Ｈ

Ｈ

＋ 水素原子（２）個分の重さ・・・ 分子量（２.０）

Ｈ

・ 水分子 Ｈ２Ｏ Ｈ Ｏ Ｈ

酸素原子 Ｏ ・・・ 原子量 １６．０（＝水素原子１６個分）

＋ ＋

水素原子 Ｈ ・・・ 原子量 １．０

＋ ＋

水素原子 Ｈ ・・・ 原子量 １．０

分子量 ＝ （１８．０）・・・水素原子の（１８）倍重い

・ 二酸化炭素分子 Ｏ Ｃ Ｏ

ＣＯ２

炭素原子 Ｃ ・・・ 原子量 １２．０

＋ ＋

酸素原子 Ｏ ・・・ 原子量 １６．０

＋ ＋

酸素原子 Ｏ ・・・ 原子量 １６．０

分子量 ＝ （４４．０）・・・水素原子の（４４）倍重い

（ポイント）

１ （分子量は原子量の和 ）

２ （分子量にも単位は付かない ）

Ｎ.Ｏ.１８
≪分子の重さについて≫ 原子量と同じように、ひとかたまり分の重さで考える

（例）水分子 Ｈ２Ｏ Ｈ Ｏ Ｈ 〔分子量１８〕

水素原子 水分子
１８倍重い
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（１．０）ｇ （１８．０ ）ｇ

（分子量）

（ポイント）

分子 ・・・（６．０×１０２３）個・・・・（分子量）にグラムを付けた重さになる

≪式量≫

イオン結晶や共有結晶の場合は、組成式の原子量の合計を式量という

（例）塩化ナトリウム ＮａＣｌ Ｎａ（原子量２３）、Ｃｌ（原子量３５．５） なので、式量は５８．５

（問題）次の各物質の分子量または式量を求めよ。（教科書表紙裏の原子量を参照）

① アンモニア ＮＨ３ ② メタン ＣＨ４ ③ エタノール Ｃ２Ｈ５ＯＨ

１７.０ １６．０ ４６.０

④ 炭酸ナトリウム Ｎａ２ＣＯ３ ⑤ 塩化カルシウム ＣａＣｌ２

１０６．０ １１１．０
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